
事業所名：株式会社 ティーアールエス 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

安全輸送、輸送品質向上は、当社の最重要課題であり、経営の根幹をなすものである運輸安全マネ

ジメントの実施と安全品質の向上を図り、物流企業として社会的責任を果たすことで SDGs の達成

に向けた活動に積極的に取組みます。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

社会 

☐経済 

国土交通省が定める「運輸安全マネジメント

制度」に基づき安全委員会を設置交通事故を

含む安全に関する問題に対処。 

・加害事故件数 8％削減 

・労働災害件数削減 

・車両台数、人員の増加

により件数の増加「10件」 

・労災件数は年間「1件」 

環境 

☐社会 

☐経済 

地球温暖化防止への対策として燃費の削減と

自社の水の利用状況を適切に管理し，利用効

率の改善に努める。 

・燃費前年度 2％減 

・本年度 1 年間のデータ

を来季の削減目標とす

る」 

・車両台数の増加と年式

が古くなり前年比 1.5％減 

・水道料金は 1％削減 

☐環境 

社会 

経済 

〇労働生産性向上「人材の支援と育成」 

〇事業承継に関する検討 

・積極的な人材の採用 

・年次有給休暇「5日」 

・ＢＣＰ対策の策定 

・資格取得者 10名 

・5日以上の取得 

・事業継続力強化計画認定 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

・車両・人員の増加により車両事故が増加、教育体制の見直しや安全指導の強化を図る。労災に関しても人的災害の発生が原因で

作業内容の見直しや事前教育を徹底していく。燃費の削減目標の見直しを図り、現実的な目標設定を行う。水道の使用に関しても洗

車時の注意点等を掲示し更なる削減を図る。資格取得者制度に関して、フォークリフトの取得者を増やした事でアップしているが新入

社員の大型免許取得者も 5件。年次有給休暇の取得は今後も強化。事業継続力強化計画認定後の BCP取得強化。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

☐環境 

社会 

☐経済 

運輸安全マネジメント制度に基づき安全委員会

の設置交通事故を含む安全に関する問題に対

処。 

・加害事故件数の削減「前年実績 7％減」 

・労働災害件数の削減「前年実績-1 件」   

（通勤災害）に対して 0件」 

環境 

☐社会 

☐経済 

地球温暖化防止への対策として燃費の削減と自

社の水の利用状況を適切に管理し，利用効率の

改善に努める。 

・燃費前年度 1.5％削減 

・使用水量（㎥）の削減「車両台数に換

算して 1台当たり 2％削減を図る 

☐環境 

社会 

経済 

〇労働生産性向上「人材の支援と育成」 

〇事業継続力強化計画認定後の対策 

・資格取得制度活用の推進 5名以上 

・年次有給休暇取得「5日以上の継続」 

・ＢＣＰ申請への対策を促進する 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


